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本研究は，真核生物に普遍的に存在する巨大モーター蛋白質複合体「ダイニン」（分子質量 1~3 MDa）の高分解能構造解

析を目指すものである。ダイニンは，真核生物が生じた初期段階から存在するとされる普遍的な分子モーターであり，細

胞内物質輸送・細胞分裂・細胞移動・繊毛運動などの基本的生命活動を駆動する重要な蛋白質複合体である。その細胞内

局在と細胞機能から，ダイニンは二種類—「細胞質ダイニン」と「軸糸ダイニン」—に大別される。細胞質ダイニンは，

細胞中心方向の物質輸送を一手に担うモーターであり，近年の X 線単結晶構造解析法やクライオ電子顕微鏡像単粒子解析

法の技術革新に伴い，その全体構造が近原子分解能で明らかにされるに至っている。 
 一方で，精緻な運動性細胞小器官「繊毛」内に配置され，その波打ち運動を駆動する約 10 種類の軸糸ダイニンについ

ては，それらの高分解能構造は一つも明らかになっていないのが現状であり，本研究ではそれらの構造解析を目指してい

る。 

 軸糸ダイニンの構造解析を困難にしてきた要因の一つは，その構造的柔軟性である。 しかし，申請者らは単離精製条件

と電顕グリッド作成条件を徹底的に検討することで，これまで報告されたことのない，軸糸ダイニンの新奇安定構造をネ

ガティブ染色電子顕微鏡法により発見するに至っている。本研究の目的は，この新奇安定構造をクライオ電子顕微鏡法に

より明らかにすることである。 

 昨年度 12 月に採択後から 3 月の年度末までの期間で、私たちが独自に開発した精製方法で得られた軸糸ダイニンの新

奇安定構造をクライオ電子顕微鏡で捉えることに初めて成功した。しかし、これまでに得られた電子顕微鏡画像の１視野

あたりの粒子数がごくわずかであるという問題点がある。今後は、１視野あたりの粒子数を増やすために、タンパク質の

濃縮条件や凍結条件を改良する計画である。 
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